
 

よく噛んで食べる力を育てましょう 

「食べる機能」は、生まれてから学習して獲得する機能です。口腔・咽頭部の 

形態が著しく成長するのは乳幼児期。この時期に適切な食べ方を学ぶことで、 

それぞれの食べ物に応じた咀嚼や嚥下ができるようになり、それが、必要な栄 

養素の摂取につながります。発達段階を知って、適切な食事支援をしましょう。 

 

 

★大豆のかみかみかき揚げ（6 月 23 日の給食）    

＜材料＞ ４人分 

ゆで大豆   50ｇ 

むきえび   ３０ｇ 

酒      少々 

千切りごぼう ２５ｇ 

ピーマン   ２５ｇ 

人参     ２５ｇ 

玉ねぎ    ６０ｇ 

小麦粉    1/２カップ 

マヨネーズ  大さじ 1 

水      適宜 

かつお節   ２ｇ 

しょうゆ   大さじ 1/２ 

みりん    大さじ 1/２ 

 

＜作り方＞ 

１ えびを水洗い後、酒をふりか

ける。 

２ 野菜を全てせん切りにする。 

３ 水と小麦粉、マヨネーズで衣

をつくる。 

４ １～３と大豆をさっくり混

ぜて１７０～１８０℃の油

で揚げる。 

５ かつお節で出汁をとる。しょ

うゆとみりんを加えて煮立

たせて天つゆをつくり食べ

る時にかける。 

6 月の給食に登場するメニューを紹介します。 

 食感を楽しむ工夫で噛む力をＵＰ  
上手に食べるためには、食べ物を噛みつぶす力だけでなく、

食べ物に合わせて噛み方を調整する力も必要です。離乳食が完

了する１歳以降は、さまざまな食材をいろいろな調理法で食べ

ることができます。「モチモチ」「カリカリ」「パリパリ」など、

いろんな食感を体験できるよう調理を工夫して、食事中は、「噛

むとどんな音がするのかな？」など、声をかけ楽しみながら 

噛む力をつけましょう。 


